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横浜・八景島シーパラダイスの半野生環境下で撮影された
水面でミズクラゲを捕食するマンボウ

澤井悦郎 1・安部　奏 2・横地和正 2・前里　馨 2

On 7 June 2021, a video about an individual of Mola mola (70 
cm estimated total length) feeding on an individual of wild-de-
rived Aurelia coerulea (medusa stage) on the sea surface was 
recorded at the semi-wild environment fish cage “Umi Farm” 
in Yokohama Hakkeijima Sea Paradise (Kanagawa Prefecture, 
Japan). This individual fed on A. coerulea four times: biting off 
pieces of the body of A. coerulea little by little and finally suck-
ing all of it. During the second and third feedings, this individual 
was observed accelerating towards A. coerulea. The gaze during 
feeding was clearly directed towards A. coerulea, which sup-
ported the view of previous studies that the genus Mola relies on 
visual acuity for feeding.
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 Abstract

マンボウ Mola mola (Linnaeus, 1758) はフグ目マンボウ

科Molidaeに属し，世界中の温帯・熱帯海域に分布する大

型海産魚類である（Caldera et al., 2020; Sawai et al., 2020）．

日本近海に出現する本科魚類はマンボウの他に，クサビフ

グ Ranzania laevis (Pennant, 1776)，ヤリマンボウ Masturus 

lanceolatus (Liénard, 1840)，ウシマンボウ Mola alexandrini 

(Ranzani, 1839)がおり（鴨川シーワールド，2010；波戸岡・

萩原，2013；澤井，2019），特にヤリマンボウとウシマン

ボウはマンボウとよく混同される（例えば，澤井，2021）．

マンボウは水族館で人気の高い魚類であり（荒賀，

1973；澤井，2019），特に日本は水族館でのマンボウ飼育

最多国として海外で知られている（Howard et al., 2020）．

筆者らが知る限り，日本におけるマンボウ属 Molaの飼育

は 1950年代から始まり（時岡，1956），長期飼育のために

食性や行動などについて調査や観察が水族館で積極的に行

われてきたが（例えば，荒川・益田，1961；荒賀，1973；

荒賀ほか，1973；辰喜ほか，1973；霜山・川村，1978），

近年は消極的である（澤井，2019）．一方，近年バイオロ

ギングやバイオテレメトリーの分野で本属の生態学的研究

は積極的に進められており，野生環境下における知見が蓄

積されてきた（例えば，Nakamura and Sato, 2014; Nakamura 

et al., 2015; Sousa et al., 2020）．しかしながら，バイオロギ

ングやバイオテレメトリーの研究は，魚体に直接計測機器

（ビデオカメラなど）を取り付けるため，取り付けた個体

の体各部の動きを観察することは難しく，別視点からの観

察が必要になる．

このたび，横浜・八景島シーパラダイスの半野生環境

下で飼育されていたマンボウが水面にいた野生由来のミ

ズクラゲ科ミズクラゲ属ミズクラゲ Aurelia coerulea von 

Lendenfeld, 1884を捕食する場面が撮影された．マンボウ

属がミズクラゲ属 Aureliaを捕食すること自体は 100年以

上前から知られており（谷津，1914；荒賀ほか，1973），

マンボウがミズクラゲ属を捕食することはバイオロギング

研究でも確認されているが（NHK, 2021），マンボウが自

発的にミズクラゲ属を捕食した映像は少なく貴重であり，

今後のマンボウの食性や捕食行動の研究の参考になると考

えられたため，ここに詳細を報告する．

材料と方法
本研究に使用した動画（Video 1）は 2021年 6月 7日

に神奈川県横浜市にある横浜・八景島シーパラダイス（以

下，シーパラダイス）敷地内の生け簀「うみファーム

（35°20′07.5″N, 139°38′47.5″E；Fig. 1）」で撮影された．マ

ンボウの捕食行動は動画の観察や切り抜き画像から調査さ

れた．

本研究に使用した動画が撮影された時，「うみファーム」

には 2021年 3–5月に神奈川県横須賀市佐島沖（35°13′N, 

139°35′E）に設置された定置網によって漁獲されたマンボ
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ウ属 4個体（うち 2個体は別館ドルフィンファンタジーの

円柱水槽で 1週間以上飼育された後に「うみファーム」に

移された）が入っていた．4個体のうち，動画に撮影され

た 1個体の体サイズは目視によって推定全長 70 cm前後と

された．「うみファーム」は生け簀内の魚類が外の東京湾

に出ていかないように柵で仕切られているものの，柵の目

合いより小さな生物は東京湾から生け簀の中に自然と入っ

て来る半野生環境である．「うみファーム」では職員によ

る人工的な餌は与えられておらず，生け簀内の個体は外か

ら入って来る野生由来の餌を捕食していた．

動画に映っているマンボウ属およびクラゲ類の個体は，

撮影された現場でそれぞれマンボウとミズクラゲ（以下，

本研究でいうミズクラゲ属はすべてメデューサ期を指す）

に同定された．両生物の学名については，近年の分類学的

研究の進展を考慮して，本研究では以下のように対応し

た．マンボウは大西洋を主とする集団と太平洋を主とす

る集団で遺伝的・形態的に若干の差異が示唆されている

が，現状では まだ 1種として扱われているため（Sawai et 

al., 2017, 2020; Caldera et al., 2020），本研究では M. molaを

採用した．ミズクラゲ属は沖縄県などの南方海域を除いた

本州近海（特に東京湾）に出現する種には現在 A. coerulea

が一般的に用いられているため（Scorrano et al., 2016；吉川，

2019），本研究でもその学名を採用した．なお，本研究で

は明確に種が判断できないマンボウ属やミズクラゲ属の文

献は属レベルで扱った．

結果と考察
水面で観察されたマンボウの捕食行動
本研究で動画（Video 1）から観察されたマンボウの捕

食行動について，まず時系列順に詳細な行動を記録する．

マンボウは右体側面を水底の方にやや傾けながら，水面

付近で浮遊するミズクラゲに向かってまっすぐ進み（Fig. 

2A），ミズクラゲの傘（外側）のやや中央部を吸い込んだ

（Fig. 2B）．マンボウはミズクラゲを吸い込み続けつつも，

水底に対してやや斜めに傾けていた体側面を垂直に戻しつ

つ，一度ミズクラゲを口から離し，頭部を水面に向けな

がら体を水底方向にやや沈めた（Fig. 2C）． 

その後，マンボウはミズクラゲのいる水面に向かって

少し加速し（加速に合わせて背鰭の動きがそれまでよりや

や速くなった），今度はミズクラゲの傘の縁辺部を吸い込

んだ（Fig. 2D）．マンボウはミズクラゲの傘の縁辺部を吸

い込みつつ，姿勢はさらに立ち泳ぎしているような上向

き状態になった．その後，マンボウはミズクラゲを再び口

から離し（おそらくこの時ミズクラゲの縁辺部を噛み千

切った），上向き状態のまま少し体を沈めた（Fig. 2E）．水

底方向に少し沈んだ際，マンボウは下顎を動かして口を素

早く開閉した． 

マンボウは明確に視線をミズクラゲの方に向けながら，

再び上昇加速してミズクラゲの傘の縁辺部を狙い 3回目の

吸い込みを行った（Fig. 2F）．その後，マンボウは胸鰭を

小刻みに動かして上向き状態から水底に対してやや水平

（頭部をやや前方に向け）になるように姿勢を変え，ミズ

Fig. 1. “Umi Farm” in Yokohama Hakkeijima Sea Paradise (Kanagawa Prefecture, Japan).
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クラゲの傘の縁辺部を噛み千切ると口から離し（Fig. 2G），

素早く口を開閉した． 

マンボウはまたミズクラゲの方に向かって泳ぎ（この

時は加速していない），ミズクラゲの傘の縁辺部を狙い 4

回目の吸い込みを行った（Fig. 2H）．再び上向き状態にな

りながら，口を数回開閉しつつも残りのミズクラゲの体

を少しずつ吸い込み続け（Fig. 2I），捕食を完了した（Fig. 

2J）．

1個体のミズクラゲをすべて捕食したマンボウは上向き

状態から頭部を前方に下げて通常の遊泳姿勢に戻し，別の

ミズクラゲが泳いで来たにも関わらず，そちらは捕食せず

に撮影範囲外に泳ぎ去った（Fig. 2K, L）．

定置網など漁網で漁獲された魚の新鮮な消化管内容物

は，水揚げ前に自発的に捕食したのか，入網中に偶発的に

口の中に入ったのかが判断し難いが，本研究では自発的な

捕食行動が動画で撮影されているため，ミズクラゲはマン

ボウの餌生物の一つであるということが明確に示された

（Fig. 2A–J）．マンボウ属は日中に活発的に活動する昼行性

魚類であり，日中は深海へと潜行してゼラチン状の動物プ

ランクトンを捕食し，表層に戻って冷えた体温を回復させ

るという行動を繰り返すことが知られている（Nakamura 

et al., 2015; Sousa et al., 2020）．本属の深海での捕食行動

については先行研究で活発に議論されているが（例えば，

Sousa et al., 2020），水面での捕食行動についてはあまり議

論されていないため，本研究は貴重な観察例になると考え

られた．

本研究で観察されたマンボウはミズクラゲを捕食して

いる際，眼は常にミズクラゲの方を向けていた（Fig. 2D, F, 

G, H, I）．また，Phillips et al. (2020)にあるマンボウ属が水

面でカツオノカンムリ Velella velella (Linnaeus, 1758) を捕

食しようと口を開けている写真を見ても，眼はカツオノカ

ンムリの方をしっかりと見ていた．飼育下の本属も餌を捕

食する時は視線を餌の方に向けていることが知られている

（澤井，2019）．これらは本属が視力に大きく依存して捕食

を行っているという先行研究（Nakamura et al., 2015; Sousa 

et al., 2020）の見解を支持するものと考えられる．マンボ

Fig. 2. Feeding behavior of an individual of Aurelia coerulea 
on the sea surface by an individual of Mola mola in “Umi 
Farm” (photographed by Yokohama Hakkeijima Sea Paradise 
on 7 June 2021). A: before feeding. B: first feeding. C: first 
released A. coerulea from the mouth. D: second feeding. E: 
second released A. coerulea from the mouth. F: third feeding. 
G: third released A. coerulea from the mouth. H, I: final feed-
ing. J: end of feeding. K, L: another individual of A. coerulea 
is M. mola that swims away without feeding. White arrows 
indicate direction of line of sight of M. mola. Yellow arrows 
indicate A. coerulea being fed on by M. mola. See also Video 
1 for details of feeding behavior.

https://www.jstage.jst.go.jp/article/ichthy/13/0/13_13/_supplement/_download/13_13_1.mp4?cdstat=3&nologrec=
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ウの主な視軸は前下方を向き，上（背側）はあまり見えて

いないと推察されており，マンボウが体を水平に傾ける

行動はこの問題に対処するためと考えられている（Kino et 

al., 2009）．本研究で観察されたマンボウが水面で移動して

いる際に体を斜めに傾けた行動や（Fig. 2A, B），水面下で

上向き状態になって立ち泳ぎした行動は（Fig. 2E–J），見

えにくい水面で浮遊するミズクラゲをより正確に視野に入

れて捕食するための行動であったと推測される．

マンボウ属は餌を海水と一緒に一気に吸い込んで捕食

するが，大きな餌に対しては餌の一部を骨と癒合した嘴

状の歯で切断し捕食することが知られている（Nakamura 

et al., 2015；澤井，2017, 2019; NHK, 2021）．本研究で観察

されたマンボウが最初にミズクラゲを吸い込んだ時（Fig. 

2B）は，口より大きなミズクラゲの傘の中央部を吸い込

んだため，うまく口の中に入れることができず，一度ミ

ズクラゲを口から離した（Fig. 2C）．しかし，2回目はミ

ズクラゲの傘の縁辺部を吸い込むことができたため（Fig. 

2D），口に入ったミズクラゲの部位を噛み千切ることに

成功し，再度ミズクラゲを口から離したと思われる（Fig. 

2E）．3回目も同様にミズクラゲの傘の縁辺部を吸い込ん

だ後に（Fig. 2F），ミズクラゲを口から離した（Fig. 2G）．

最後の 4回目もミズクラゲの傘の縁辺部を吸い込んだが

（Fig. 2H），ミズクラゲを口から離さずそのまま少しずつ

吸い込み続け（Fig. 2I），捕食を完了した（Fig. 2J）．激し

い動きではないものの，マンボウの吸い込み→口から離

す→吸い込み→口から離す，この一連の行動や後退は，

ミズクラゲを加速して捕食するための助走距離を取ってい

た可能性がある．本属が捕食時に加速する場合があること

は野生下でも飼育下でも観察されている（Nakamura et al., 

2015；澤井，2019; Sousa et al., 2020）．

また，マンボウは口の中にある水止膜を上下させて呼

吸を行うため口を閉じる必要はないが（澤井，2019），捕

食後に下顎を素早く動かして口を開閉したのは，より積極

的に海水を吸い込んで，食べたミズクラゲの一部を消化

管に流し込むための行動だと推測された．Nakamura et al. 

(2015)ではクラゲ類の生殖巣や口腕などエネルギー価が高

い部位を選択的に食べるマンボウ属の行動が観察されてい

るが，本研究ではミズクラゲを丸ごと 1個体捕食する様子

を確認した．これらより本属は環境条件によって餌の食べ

方が変わる可能性が考えられ，さらなる調査が求められる．

なお，本研究の観察個体が後から現れたミズクラゲ（Fig. 

2K, L）を捕食しなかった理由は，動画撮影はされていな

いがこのミズクラゲを捕食する前にも別のミズクラゲを 1

個体捕食していたので腹が満たされたからか，接近してき

たマンボウ属の別個体との接触を避けた可能性が考えられ

た．

マンボウのゼラチン質の動物プランクトン食に関する考察
ゼラチン質の動物プランクトン自体のエネルギー価は

比較的低いが，Nakamura et al. (2015)で観察された事例の

ように生殖巣や口腕などエネルギー価の高い特定の部位を

選択的に食べることで，魚類を捕食することと同等のエ

ネルギー価が得られると考えられている（Phillips et al., 

2020）．ミズクラゲ属も生殖巣や口腕は傘の部位よりも有

機物含有量が多い（Lucas, 1994）．餌の多い環境ではゼラ

チン質の動物プランクトンを丸ごと 1個体食べるより，複

数個体のエネルギー価の高い部位を選択的に食べた方がマ

ンボウ属にとってエネルギーの獲得効率がいいと考えられ

ている（Sousa et al., 2020）．

しかしながら，本研究の観察個体は近くに他のミズク

ラゲ（Fig. 2K–L）がいたにも関わらず，エネルギー価が

低い傘の部位も含めてミズクラゲを 1個体丸ごと捕食した

（Fig. 2A–J）．これは傘の部位もマンボウにとって捕食する

意味があることを示唆する．クラゲ類の体の成分は海水と

ほぼ同じとされているが（Thiebot and McInnes, 2019），そ

の体（特にコラーゲン）の吸水性・保水性は生物医学，栄

養補助食品，化粧品，土壌改良など様々な分野で活躍が期

待されるほど高く（江崎ほか，2008; Barzideh et al., 2014; 

Cheng et al., 2017; Emadodin et al., 2020；藤田，2020），ク

ラゲ類の水分含量（94–97%; Lucas, 1994；猿渡，2005; 

Thiebot and McInnes, 2019）はマンボウ属の水分含量（皮

下ゼラチン層で約 90%; Watanabe and Davenport, 2020）よ

り高い．マンボウ属は水族館で水分補給に気を付けた飼育

がなされており（霜山・川村，1978；澤井，2019; Howard 

et al., 2020；海遊館，2021），体の保水性はマンボウにとっ

て重要だと思われる．マンボウ属の体の部位で水分含量が

特に高い皮下ゼラチン層は，主にコラーゲンとエラスチン

で構成されており（Watanabe and Davenport, 2020），保水

性を維持する物質としてクラゲ類からコラーゲンなどを摂

取している可能性が考えられる．マンボウがゼラチン質の

動物プランクトンを捕食する理由をより詳細に理解するた

めには，行動観察に加え，生理学的研究や生化学的研究も

必要である．
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